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結晶椋品をセファデックス G-200のゲノレF過にかけるとマノレターゼ活性は 2 つの画分 (AI， BI) に
現れたが AI 画分にはなお酸性マノレターゼが混在していることが熱処理より明らかにされた。 BI 画
分は 1 種の酸性マノレターゼ、のみを含むと考えられる。一方部分精製した酵素標品を同様のゲソレ炉過に
かけ 2 つの画分 (AII， BII) を得たが BII 画分よりディスク電気泳動的，超遠心的に単一な結晶標品
が得られた。この結品標品はその性質からみて先の結晶標品から分離した BI 画分と同一酵素である















酵素に混在していた中性に至適 pH を持つ中性グソレコヒドロラーゼ 4 種を精製確認し，この酸性およ
び中性の両種酵素の作用機構を明かにしたのである。
即ち旧結晶酵素をセファデックス G-200 のゲjレ、F過にかける乙とによって酵素蛋白質をAおよび




解作用力の比は 1 : 1 である。
次いでA区分中には数種の中性ク勺レコヒドロラーゼの他に酸性グソレコヒドロラーゼも混在していた
ので，この区分をさらにポリアクリ Jレアミド電気泳動にかけ， 4 個の中性グノレコヒドロラ←ゼ画分を
得た。これらはまだ結品化するに至っていないが， 4 種ともその作用，性質はほぼ同一であり，その1
蛋白構造に微小の差があるアイソザイムである。 中性グノレコヒドロラーゼは至適 pH が 7 であるイ也
に，マノレトース分解作用力がグリコーゲン分解作用力の約20倍である点で酸性グノレコヒドロラーゼと
大きく臭っている。
以上藤盛君の研究は，動物性の酸性クVレコヒドロラーゼを初めて結晶化してその性質を明かにした
上，中性グノレコヒドロラーゼの 4 種のアイゾザイムを分割精製しその性質を明かにしたもので，理学
博士の学位論文として十分価値あるものと認めた。
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